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 地域共生社会の実現に向けた「連携・協働の場」 

～ プラットフォ－ムとしての役割 ～ 

 

昨年から新型コロナウイルス感染症が世界的に猛威を振るい、未だ収束の兆

しが見えない状況下であります。令和２年６月に社会福祉法が改正され、７月

３１日には「社会福祉法人 全国社会福祉協議会 地域福祉推進委員会」と「全

国社会福祉法人経営者協議会」が地域のネットワ－クを広げながら地域づくり

と地域生活課題の解決を目指し、共に実行していく社協と社会福祉法人・福祉

施設の連携に向けた共同宣言を出したり、８月には市町村社協経営指針第２次

改定版が出されるなど、国や全社協（地域福祉推進委員会等）の動きがありま

した。 

それを受け、令和３年度は地域共生社会の実現を目指し、包括的な支援体制

づくりへと改革の基本コンセプトが変わります。平成１７年３月の市町村社協

経営指針第１次改定以降、地域生活課題及び法制度の変化に取り組んできまし

たが、令和２年２月の「全社協福祉ビジョン２０２０」策定など、新たな時代

の変化に対応していかなければなりません。国が示した「地域共生社会」の枠

組みでは、地域についてコミュニティを育成することが重要で、そのためには

多様な実践力が必要となり、組織の人材の資質が問われ、定着を図らなければ

なりません。 

「プラットフォーム」という言葉には、「ものごとの基礎・基盤」という意

味があるとされています。社協は「つながりの場」であり、地域の中の基盤と

して「連携・協働の場」である役割を発揮していくことが期待されています。 

国から示された４つの部門 ① 法人経営 ② 地域福祉活動推進 ③ 相談支

援・権利擁護 ④ 介護・生活支援サ－ビス部門の相互間連携の確立のために、

複合化・多様化した地域生活課題を有機的につながりながら支援をしていくこ

とが必要です。今までできていなかった“弱み”を、この見直しの機会に“強

み”に変えていくように取り組んでいきたいと考えています。基礎づくり、基

盤づくり自体にはもう少し時間を要するかもしれませんが、職員が一つ一つの

事業に丁寧に対応できるよう「心掛け」て、地域からの期待にも応えられるよ

う努力してまいります。 
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基本理念 

「共に生き、共に支え合い、 

誰もが安心して暮らせるまち・御所」 

■基本方針 

各種施策が地域福祉志向を強め、住民主体の地域づくりの重要性に注目が集

まる中、社協においては、すべての人が地域、暮らし、生きがいを共に創り、

高め合うことができる「地域共生社会」の実現に向け、地域のあらゆる住民が

役割を持ち、支え合いながら自分らしく活躍できる地域コミュニティを育成し、

行政が行っている福祉サービスと協働して助け合いながら暮らすことのできる

仕組みを構築していきます。 

新型コロナウイルス感染症の蔓延により、地域活動の拠点である「通いの場」

にも大きな影響が出ています。現在も多くの「通いの場」が活動を休止してい

ます。対面の交流ができずとも、感染拡大を防ぐための「マスクの着用」「手

洗い」「検温」「人と人の距離の確保」などの対策をしながらお互いに気遣い、

支援し合うという住民の行動がより大切な時代に変わってきています。国の提

唱する「新しい生活様式スタイル」に照らし合わせて、長期的に新型コロナウ

イルスと付き合いながら生活していく「withコロナ」対策の必要性を意識し、

さらには自然災害が重積する可能性も考慮していきます。 

 

■重点項目 

１．ニ－ズの発見・把握 

２．「通いの場」の提供 

３．組織の土台づくり 
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事業区分 

 経理規程第６条に記載のとおり「社会福祉事業」とし、拠点区分として「地

域福祉事業」と「介護保険・障害福祉サ－ビス事業」の２つに分かれる。 

 

〇地域福祉事業のサ－ビス区分に８つの事業を掲げる 

１．法人運営事業 

２．軽度生活援助事業 

３．ボランティアセンター事業 

４．心配ごと相談事業 

５．共同募金配分金事業 

６．生活福祉資金貸付事業 

７．善意銀行運営事業 

８．日常生活自立支援事業 

 

〇介護保険・障害福祉サ－ビス事業のサービス区分に７つの事業を掲げる 

１.訪問介護事業 

２.障害福祉サービス事業（重度訪問介護） 

３.障害福祉サービス事業（居宅介護） 

４.移動支援事業 

５.障害者一般相談事業 

６.特定障害者相談支援事業 

７.特定障害児相談支援事業 
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●法人運営事業 

理事会・評議員会の運営推進、御所市社会福祉大会の開催等 

 

●軽度生活援助事業 

単独世帯・高齢者世帯で援助を必要とする世帯に対し食材の買い物等の支援

を行う（御所市委託事業） 

 

●ボランティアセンター事業 

ボランティアに関心のある活動希望者に対し、相談や情報の提供並びにネット

ワークを進め、ニーズにあった活動を支援するための総合窓口 

 

●心配ごと相談事業 

悩みを持つ人々の相談窓口となり、あらゆる相談に応じ問題解決に努める。 

  

●赤い羽根共同募金配分金事業 

運営委員会、募金審査委員会、一般募金、歳末助け合い募金 

募金助成（団体活動助成・施設活動助成・公募団体活動助成・社会福祉協議会

活動助成等） 

 

●生活福祉資金貸付事業（奈良県社協委託事業） 

 低所得世帯・障害者世帯・高齢者世帯を対象とした無利子または低利息で生

活に必要な資金を貸し付けるとともに、世帯の自立に向けて支援を行う事業

（総合支援資金・福祉資金・教育支援資金・不動産担保型生活資金） 

奈良県生活福祉資金貸付業務に対する事務 

 

●善意銀行運営事業 

 善意金品の受払に関する業務 

 

●日常生活自立支援事業【旧 地域福祉権利擁護事業】（奈良県社協協定事業） 

判断能力が不十分な、認知症高齢者や精神・知的障害者に対し、日常生活に必

要な金銭管理及び文書管理等の支援を行う 

 

●訪問介護、障害者福祉サービス事業 

 高齢者・障害者に対しホームヘルパーを派遣し在宅での生活支援を行う 
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●移動支援事業（御所市委託事業） 

 屋外での移動が困難な障害者（児）の方が、生活上必要な外出や、余暇活動

などの社会参加のための外出時の移動支援を行う 

 

●障害者一般相談支援事業 

 身体障害者児・知的障害者児・精神障害者が自立した日常生活または社会生

活を営むことができるよう相談に応じ必要な情報提供及び助言を行い事業所

との連絡調整を行う 

 

●特定障害者児相談支援事業 

身体障害者児・知的障害者児・精神障害者へのサービス等利用計画書等の作成

を行う 

 

■その他社協の活動 

・小地域活動推進事業（一人暮らし高齢者等の訪問） 

・生活支援活動「住まいの見守り隊」事業 

・親子療育教室「きらっこひろば（仮称）」 毎月第３土曜日 １時間開催 

・広報誌「社協だより」発行 二色刷りからカラ－版に変更   

・車いすの貸し出し 市内に居住する方で通院や外出などで車いすを必要と

する方に無料で貸出を行い、日常生活の便宜や社会参

加の促進と福祉の向上を図る 

 

重点活動目標（具体例） 

○広報啓発活動の見直し 

市民にわかりやすいボランティア団体一覧などの作成、提供 

「社協だより」の形態等の見直し（カラ－版） 

○行政、福祉関係事業所との連携 

各施設等との情報交換に努める 

○ボランティア活動及び地域福祉活動への支援 

衛生備品等を購入し、感染予防に活用していただく 

○職員のスキルアップ 

研修会に積極的に参加し、横のつながりも深める 



- 6 - 

 

令和３年度事業計画 ～ 新規の計画 ～ 

 

御所市の人口は、令和２（２０２０）年１２月末日現在２５，０６７人で、

そのうち６５歳以上の高齢者は１０，１７２人、総人口に占める高齢者の割

合を示す高齢化率は４０．６％と４割を超えています。 

住み慣れた地域で自分らしい暮らしを最後まで続けることができるよう、

生活支援・介護保険サービスを提供する一方で、元気な高齢者には健康を維

持し、要支援・要介護状態にならないために、閉じこもりがちな人に集まっ

ていただき、談笑したり、地域のつながりを作っていくきっかけや自然な見

守り体制が構築できるよう誰でも集える「サロン」を月１回程度開催してい

くことを計画しています。この「サロン」は、高齢者だけでなく、障害者や

子育て世代等地域住民に幅広く呼び掛けようと考えています。 

最初は、参加者が少ないこともあるかもしれません。少しずつ参加してい

ただけるよう呼びかけと参加した方に温かみを感じてもらえるような雰囲気

作りをしていきます。盛況で参加者が多くなり、世代ごとに分かれて実施す

るようになったと報告できるよう取り組んでいきます。お茶を飲みながらお

しゃべりして、その中で「何に困っているのか？」「協力できることは何か？」

など通いの場であるとともに相談のできる場所、地域の人たちに親しまれる

場所＝御所社協となるように取り組みをしていきたいと考えています。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、参加される方々にも「マスクの

着用」「指先消毒」「検温」「人と人の距離の確保」「パーテ－ションの設

置」「フェイスシ－ルドの使用」など、感染対策へのご協力もしていただき

ながら事業を展開する予定です。 

また、『おてらおやつクラブ』のお寺にお供えされる「おそなえ」を仏さ

まから「おさがり」として頂戴し、経済的に困難な状況にある家庭の子供を

サポ－トする「おすそわけ」活動も利用します。 

それと同時に今まで実施している「フードレスキュ－」に加え、生活困窮

の方を一時でも救えるよう新たに「食のほっと便」に力を入れていきます。  

この二つは「サロン」に参加していただいた方や生活資金貸付窓口に相談

に来られた方にも結び付けていきます。 


